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京都市養護教育研究会との懇談会

7月22日に京都市養護教育研究会との懇談会が開

催されました。当日の出席者は、養護教育研究会側

は池田伸子会長他5名、学校医会側は私と耳鼻科医

会を含め5名でした。学校医にとって養護教諭は学

校現場において最も近い存在であるとともに、その

ため最もトラブルの発生しやすい関係でもあります。

例年この懇談会は養護教諭側より多くの問題点が指

摘され、学校医会側としては回答に苦慮することの

多い会なのですが、本年は比較的指摘される点が少

なくこれまでの懇談会の成果が出てきたのではない

かと密かに喜んでいた次第です。

協議事項の内容は、予想通り大部分が内科健診に

ついての問題点でした。まず、脊柱検査の実施方法

が校医によりまちまちであり、統一した検査手順は

ないのかとの問いかけでした。内科健診の項目の中

には脊柱など整形外科領域の健診も含まれており、

以前はモアレの導入などかなり詳しく検査が行われ

ていた時期がありましたが、最近は限られた健診時

問の中で比較的時間をかけない項目となってきてい

るために、校医によりまちまちな健診との意見が出

てきたのではないかと考えています。現在整形外科

医会では「運動器の10年」と言う運動が始まってお

り、その一環として内科健診での整形外科的異常の

発見に向けての取り組みが協議されております。そ

の中で標準的な検診方法が示されましたら、それを

基にした健診方法に統一して行きたいと考えており

ます。次に内科健診時の結果報告についての問題が

示されました。これもまた肥満やアトピーなどの判

定が校医によりまちまちであるとの指摘です。肥満
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に対しては判定基準があり、私はいちいち生徒を前

にして判定を口にすることはないと考えており、新

任校医研修会におきましても肥満ややせに関しては

自動的に判定されますので指摘することはないと説

明してきたためにこのような問題が起こってきたの

かもしれません。肥満ややせの判定に関しましては

見た目の印象で判断するのではなく客観的な計測に

基ずく判定に任せておく方がよいのではないかと考

えております。最も柔道などで体重を意識的に増や

しており、かっまたバランスがとれている場合はそ

のことを指摘することとする方がいいかもしれませ

ん。ご意見がございましたらご指摘ください。また、

ある学校において新任学校医が学校医の職務に関し

て何も知らない例があったとの指摘を受けました。

ここ数年の問、学校医会の行っている新任学校医研

修会にはほとんど全員の出席があり、欠席者には当

日資料をすべて送付してあり、そのようなケースが

発生するとは考えていないことを説明いたしました

が、現実にはあったようであり今後の課題と考えて

おります。また心臓検診の際の二次検診（聴診）の

数が異常に多い学校についての苦情がありました。

これに関しましては、京都府医師会心臓検診委員会

よりすでに問題点が指摘されておりその指導により

今後は改善するであろう事を報告いたしました。そ

の他、健診時や学校保健委員会等の場での発言がプ

ライバシーの問題に触れるのではないかとの指摘が

ありました。以上いずれの問題におきましても、学

校医と養護教諭とのコミュニケーションの不十分が

その根底にあるかと考えます。今後は、内科健診前
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